
まちを支える人としてのかかわりを３年間の学びを通して考える

【生徒の振り返りより】
・近所の人たちが褒めてくれるので、できるだけ良いものを作ろうと
思ったし、最後まで頑張ろうと思った。【環境建設工学科１年】

・人との関わりが広がったため、コミュニケーション能力が上がった。
【総合デザイン科２年】

・自分が作りたいものを作るのではなく、相手が望む物を作ること
ができるようになった。【総合デザイン科３年】

・言葉は無くても笑顔を心がけることは大切なコミュニケーションだ
と感じた。【看護科２年】

・臨機応変な対応が必要なときもあるが、教科書では学べない学
びが行事にはある。【総合福祉科３年】

「ふるさと貢献活動」を通して社会貢献意欲を育てる ～実践的・体験的な学習の一場面より～

町ぢゅう美術館（１～３年）

・「防災」という共通のキーワードを通して生
徒が自分の学科の学びから貢献できるこ
とを考えることにより自己有用感を高める。
・年間を通じて地域とのかかわりを密に持た
せることにより、地域の抱える課題や、本
校への期待を期待を知る。
・教師は、地域の課題を知る機会をつくり、
ロールモデルを紹介し、生徒の興味と結び
つける。

・企画・運営を全て生徒自身で行うこと
により、当事者意識を持たせ、小さな
成功体験を積ませることにより自己
効力感が高まった。
・「やりきる」ことを意識させる声掛けを
行うことにより、生徒は「次の交流の
機会ではこういうことにチャレンジし
たい」と、地域貢献と自己の目標を設
定できるようになった。

生徒の「社会貢献意欲」を高める鍵

学科の学びを活かした地域貢献の形

ファッションショー（１～３年）

地域防災について考える（１～３年）

①地域で学ぶ場の継続的な創出

ひょうごアドプト活動（１年）
皮革ファッションショーを生徒が運
営する。衣装デザイン、プレゼン
テーション、制作活動を全員でつく
りあげる。地域の小学生ともコラボ
しながら地域貢献の在り方や人と
の関わりを学ぶ。

STEAM教育小学校講座（２～３年）
授業で学んでいる造園の知識や技術

を生かし、県道の一部を整備して花
壇を造成するボランティア活動を通じ
て、自分にできる地域貢献の在り方を
考える。

地域の小学生たちに電子工作やプロ
グラミングなどの面白さを伝える授業
をおこなうことで、自身の学んだことを
生かして地域に貢献していく体験に
繋げていく。

地域の空き家や施設を利用し、町
全体を美術館として生徒が企画・
運営する。外部の方の作品展示
やイベントを通じて地域活性化へ
の自分の在り方を考える。

【環境建設工学科】

豪雨災害軽減対策普及啓発活動（３年）

まちを自然災害からまもる総合治水
の仕組みを説明する字ドラマ模型を
製作し、園児や小学生に対し水害の
恐ろしさや災害を未然に防ぐ取組を
伝え、世代を超えた関わりを体験する。

【電気情報システム科】

地域行事への参加（３年）
地域の方が多く集まる西播磨フロン
ティア祭・たつの市民まつりにおいて、
電気自動車・電動カート、VRコンテン

ツを披露して、地域活性化への貢献
について体験を通して考えさせていく。

【看護科】

小さな子供から高齢者など来場者
に対する健康チェックやハンドマッ
サージの提供を通じて人との関わり
方について学び、コミュニケーション
能力を向上する。

【総合デザイン科】

町ぢゅう美術館（１～２年）

【全科合同】赤ちゃん先生（３年）
生後２歳未満の赤ちゃんとそのお母
さんを講師として招き、赤ちゃんの１
日の生活についてお話を聞いたり、
実際に育児を体験することを通じて
乳幼児との関わり方について考える。

【兵庫県立龍野北高等学校：工・看・福】

・生徒が地域の方々から直接感謝を
伝えられることにより、自身の成長
を実感し、自己肯定感と自己効力
感を高めることに繋がる。
・教師は活動を通じて得た学びを言
語化する。
・細かな指示を与えないことで、生徒
は自ら考え内容に見合った作業効
率を生み出せる。

各種団体や
地域住民の
協力のもと、
学年に応じた
体験や各科
の特色を生
かした訓練を
実施し、災害
時に活躍で
きる生徒の
育成を目指
す。

学校デイサービス（１～３年）
地域の高齢者をお招きし、レクリエー
ションや交流を通して日々の生活に
刺激を与え意欲増進を図る。企画・
運営・実施と生徒主体の体験を通し
て「心」を育む。

【総合福祉科】

小中学生介護教室（２年）
福祉の楽しさや面白さを伝えること
で、興味を持つ機会をつくる。知識や
技術を習得することで地域での生活
サポーターを養成する。教えることで、
自信と変わり意欲が向上する。

②生徒が活動をやりきる ③自身の成長に気付く振り返り
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